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ア ガ u 一ス ゲ ル 細孔 を利 肌 た糖 タ ン パ ク 質 性酵 sc＝ キ ソ
ー1，4一α

一D 一
グ ル ＝ シ ダーゼ の 濃 縮

（筑 波 大 ・応 生 系 ）　 O 島田 秋彦 ・中村以正

【目的】　 既 に本 大 会 で報 告 した よ うに ，生体 触媒 を 固定 化す る 材料 と して 広 くも ち い ら れ て い る ア ガ

ロ
ー

ス ゲル の 性質を利用 し て ， ゲル に 包 揺 固 定 化 され た 菌体Saccharomycopsis　fibuligera 工FG　DIilabr

生 産す る 糖 タ ン パ ク質 性酵 素エ キ ソ
ー1，4一α

一D 一
グ ル コ シ ダーゼ を濃 縮 す る 系 の 構築 に 成 功 した。しか

し，酵 素 の 回 収量 に 関して
，

こ れ ま で の 結 果 は 遊 離菌 が 生 産 し た と き の 回収量 と 比 べ て か な り 低か っ た 。

そ こ で ，本 研究 で は こ の 点 を改 善 し，酵 素の 回 収量 を上 昇 させ る こ と を 目的 と す る 。

［方法お よ び結果 】　 エ キ ソ
ー1，4一α

一D 一グル コ シ ダーゼ を 生産 す る thccha：owcopsis 　fibuligera

IFO　OIIユを ア ガ ロ ース ゲ ル ビーズ に 包 括 固定 し，コ ン カ ナ バ リ ン A 存在 下 で 維 持 培 地 中 で 約 ユ週間培養

した 。維 持 培 地 中 で も エ キ ソ
ー1，4一α

一D 一
グ ル コ シ ダーゼ の 生 産 は見 られ，ゲ ル 内 に 酵 素 が 濃 縮 され て

い る こ と が 確 認 で き た。しか し．獲 縮 率 （＝：［ゲル 中 の 酵 素 濃 度コ／ 匚ゲ ル 外の 酵素 濃度 ］） は 20 倍

で 満足 で き る結果 が得 られ た も の の ， 回収 した 全酵 素量は遊離菌 の 状態 で 生産 さ せ 回 収 し た場 合 の 3 ユ

％ しか な か っ た 。 そ こ で ，酵 素の 回 収量 を上 げ る た め に 培養方法 ，ゲル 強度 ，培 地組 成 の 観 点 か ら 種 々

検 討 した が
， 炭 素 源 を soluble 　 starch か ら rave　 starch に 変 えれ ば 良 い 結 果 が得 られ る こ と が わ か っ た 。

こ の 結 果 ，濃 縮 率 に 関 して は 更 な る 上 昇 は み ら れな か っ た け れ ども ，酵 棄の 回収量は 飛 躍的に 上 昇 し遊

離 菌 の 状 態 で 生 産 させ た場 合 の 酵 素 の 回収 量 を 25 °

／o も上 回 っ た。こ の こ と よ リ ，本方法 に よ り 高濃度

の 酵 素 標 品 を分 離 で き る可 能 性 が で て きた 。

．Concentration　of 　the 　glycoprotein丘G　enzyme 　exo −1，4− a
−
glucosidase 　しhrough　agarose 　ge互　pores
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418 　 電気透析法 を組合せ た固定化 酵素シ ス テ ム に よる

　　6．APA の 生産

（阪大 ・工 ・応生 ）徂徠 智子 ・塩谷 捨明 ・○菅 　健
一

（目的 ）　 6 ア ミ ノ ペ ニ シラ ン酸 （6−APA）は、 ペ ニ シ リン G （PenG）や ペ ニ シ リン V
（PenV ）か ら主 に固定化 Pnic1ユlin　acylase を用 い た鯢ア シル 化 反応 に よ り工 業的 に生産 さ

れ て い る 。 この 酵素反 応は 生産物で ある 6 −APA 及びフ ェ ニ ル 醇酸 （PAA）によ っ て阻害
され るが、 この うち PAA に よ る阻害が特 に大 きい 。 本研 究で は、酵素反応 プ ロ セ ス に電
気透析法を組合 せ生産 物の み を連続的に除去す る事 によ ？て、 6 −APA の 生産性を向上 さ
せ る こ とを目的 と した 。

（方法お よび結 果 ）　 固定化 酵素 と して 多孔性ポ リア ク リロ ニ トリル 繊維 に固定化 した
Bacillus 皿e　aterium 　由来の 　Penicillin　G　acylase を用 い た 。 電気透析装置内の カチ
オ ン 交換膜 として CMV セ レ ミオ ン 、 ア ニ オ ン 交換膜 と して AMV ，

　 ASV
，
　 ASR およ

び PSV セ レ ミ オ ン の い ずれ か を用 い た。

一
方、 固定 化酵素 を電気透析装置の ア ニ オ ン交

換膜 とカチオ ン交換膜の 間に膜状 に挟み 込み、電気透析の 酵素反応 にお よぼ す影 響 を検討
した 。 この酵素反応プ ロ セ ス に適 したア ニ オ ン 交換輳 を検討 し た結果、副生成物 （PAA）の

選択 透過性の 最も優れ て い るの は AMV セ レミオ ン で ある こ とが 分か っ た
。 また PAA の

透過速度はPen　G 濃度 の 増加 に伴 っ て 著しく低下 し、 その 透過速度定数は Pen　G が 200
mM存在する場 合、存在 しな い 蒔の 約 1 ／ 20 に 低下 した。 こ の透過プ ロ セ ス をモ デル 化 し、
さ らに酵素反 応と組 み合わせ て シ ミ ュ レーシ ョ ン した。 この 酵素反応プロ セ ス にお ける電
気透 析の 効果 を シ ミ ュ レー トし た とこ ろ、 100mH の Pen　G 溶液 1L を 98 ％転化する の

に要する時間は、電 気透 析を併用 し た場合、 しない場 合に比べ て 22 ． 7 ％短縮 で きた 。
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